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★

★
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枚
方
議
５
面

１
２
０
１
０
５

井

寺

井

奥

井

井

井

井

井

井

井

井

議
会
は
、
９
月

日
の
本

会
議
で
、
５
つ
の
外
郭
団
体

に
つ
い
て
、

年
度
経
営
状

況
の
報
告
を
聴
取
し
ま
し
た
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

■
枚
方
市
土
地
開
発
公
社

公
有
用
地
の
新
規
取
得
は
約

２
５
６
５
平
方

で
、
取
得

事
業
に
要
し
た
金
額
は
、
保

有
地
の
支
払
利
息
を
含
め
７

７
５
１
万
円
で
す
。

ま
た
、
約
９
５
８
６
平
方

の
公
有
用
地
を
売
却
し
、

売
却
収
益
は

億
８
０
９
１

万
円
で
す
。

北
山
社
会
教
育
施
設
用
地

買
い
戻
し
後
の
活
用
方
法
は

質
問

７
年
度
に
土
地
開
発

公
社
が
先
行
取
得
し
、

年

度
に
市
が
買
い
戻
し
た
（
仮

称
）
北
山
社
会
教
育
施
設
用

地
で
は
、
な
ぜ
同
施
設
を
つ

く
ら
な
か
っ
た
の
か
。ま
た
、

今
後
の
活
用
方
策
を
聞
く
。

答
弁

国
庫
補
助
制
度
の
廃

止
や
本
市
の
財
政
状
況
、
社

会
情
勢
の
変
化
等
も
あ
り
、

事
業
化
に
至
ら
な
か
っ
た
。

今
後
、
地
域
住
民
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、
市
有
資
産
民

間
提
案
制
度
の
も
と
、
活
用

方
策
の
検
討
を
進
め
る
。

■
公
益
財
団
法
人
枚
方
体
育

協
会

収
入
は
４
億
８
５
７

９
万
円
、
支
出
は
４
億
７
１

３
３
万
円
で
す
。

■
枚
方
市
街
地
開
発
株
式
会

社

収
入
は
８
０
７
５
万
円
、

支
出
は
６
１
０
８
万
円
で
す
。

■
公
益
財
団
法
人
枚
方
市
文

化
国
際
財
団

収
入
は
１
億

２
１
３
１
万
円
、
支
出
は
１

億
２
８
２
６
万
円
で
す
。

■
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
ひ
ら

か
た

収
入
は
８
８
０
０
万

円
、
支
出
は
８
７
５
２
万
円

で
す
。

無
線
中
継
シ
ス
テ
ム

導
入
す
る
必
要
性
は

質
問

エ
フ
エ
ム
ひ
ら
か
た

で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
情

報
発
信
体
制
の
確
保
策
と
し

て
、
送
信
路
の
二
重
化
に
向

け
た
無
線
中
継
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
い

う
。
当
期
純
利
益
も
少
な
い

中
、導
入
の
必
要
性
を
聞
く
。

答
弁

送
信
路
の
二
重
化
は
、

同
社
の
経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
市

と
し
て
も
、
災
害
時
の
安
定

し
た
放
送
体
制
の
整
備
は
重

要
で
あ
る
た
め
、同
社
の
検
討

内
容
に
つ
い
て
助
言
を
行
う
。

送
信
路
の
二
重
化

市
の
財
政
支
援
を

質
問

台
風

号
の
際
、
ケ

ー
ブ
ル
が
切
れ
、
エ
フ
エ
ム

ひ
ら
か
た
の
放
送
が
中
断
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
等
の
な
い
高

齢
者
ら
へ
の
情
報
発
信
は
ラ

ジ
オ
等
に
頼
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
送
信
路
の
二
重
化
の

早
期
実
現
に
向
け
、
市
の
財

政
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁

同
社
は
、
経
営
戦
略

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
自
主

財
源
確
保
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
記
載
さ
れ

た
送
信
路
の
二
重
化
に
も
取

り
組
む
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

エ
フ
エ
ム
ひ
ら
か
た
の
ス
タ

ジ
オ
（
写
真
は
市
駅
構
内
）

議
会
は
、
９
月

日
の
本

会
議
で
、
枚
方
市
附
属
機
関

条
例
の
一
部
改
正

案
を
原

案
の
と
お
り
、
満
場
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
市
長
の

附
属
機
関
と
し
て

入
札
不

正
行
為
排
除
・
防
止
検
証
委

員
会

の
新
設
等
を
行
う
も

の
で
す
。

第
三
者
委
員
会
の
新
設

コ
ス
ト
に
見
合
う
効
果
は

質
問

会
議
体
の
運
営
に
は

コ
ス
ト
が
発
生
す
る
が
、
今

回
の
第
三
者
委
員
会
の
新
設

で
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の

効
果
が
得
ら
れ
る
の
か
。

答
弁

年
５
月
に
発
生
し

た
不
祥
事
の
内
部
検
証
を
行

っ
て
い
る
が
、
専
門
的
知
見

を
持
つ
外
部
の
視
点
か
ら
も

検
証
を
重
ね
、
そ
の
結
果
を

真
し
に
受
け
と
め
、
改
善
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
、
よ
り
厳

格
な
不
正
行
為
の
排
除
、
未

然
防
止
が
図
れ
る
と
考
え
る
。

議
会
は
、
９
月

・

日

に
、

市
駅
周
辺
再
整
備
及

び
新
庁
舎
整
備
の
状
況
に
つ

い
て

を
案
件
と
し
た
全
員

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
ま
ず
、

市
駅
周
辺
再
整
備
基
本
計
画

と
新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
の

草
案
な
ど
に
つ
い
て
理
事
者

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
（
内

容
は
左
欄
参
照
）
。

そ
の
後
、
市
駅
周
辺
に
お

け
る
居
住
・
商
業
施
設
の
配

置
の
あ
り
方
や
、
新
庁
舎
に

ふ
さ
わ
し
い
位
置
、
機
能
な

ど
に
つ
い
て
、

人
の
議
員

が
２
日
間
に
わ
た
り
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

街
区
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

長
期
的
な
視
点
か
ら
は
疑
問

大
塚
議
員

街
区
に
新

庁
舎
を
整
備
す
る
案
で
は
、

街
区
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

２
棟
を
整
備
す
る
計
画
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
供
給
過

多
や
地
震
時
の
不
安
等
か
ら

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
気
は

下
降
し
、

年
後
、
老
朽
化

し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
が
駅
前
に

不
良
資
産
と
し
て
残
る
リ
ス

ク
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
の
整
備
は
、
大
規
模
更
新

等
の
将
来
課
題
も
考
慮
し
た

上
で
行
う
も
の
と
考
え
る
。

市
役
所
機
能
の

新庁舎整備
基 本 構 想

分
散
化
に
疑
問

手
塚
議
員

新
庁
舎
整
備

の
目
的
の
一
つ
に
分
散
す
る

庁
舎
機
能
の
集
約
が
あ
る
が
、

街
区
に
出
先
機
関
を
設
け

る
と
い
う
。そ
の
整
備
費
も
、

か
な
り
の
額
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
新
庁
舎
整
備
費
と
別

に
算
定
す
る
の
か
を
含
め
、

明
確
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

街
区
で
の
行

政
機
能
再
編
に
要
す
る
費
用

は
、
必
要
な
機
能
、
規
模
等

と
あ
わ
せ
て
検
討
中
で
あ
る
。

今
後
、
他
の
費
用
も
含
め
、

精
査
し
た
上
で
報
告
す
る
。

行
政
機
能
の
集
約
化
で

損
失
コ
ス
ト
の
削
減
を

中
武
議
員

行
政
機
能
が

市
内
に
分
散
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
を
集
約
し
、
効
率
化

を
図
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

と
考
え
る
。
日
々
の
行
政
活

動
で
発
生
す
る
損
失
コ
ス
ト

を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

庁
舎
の
分
散
に

伴
う
職
員
の
移
動
コ
ス
ト
は
、

交
通
費
や
職
員
の
時
間
単
価

等
を
含
め
、
大
き
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
庁
舎
の
集

約
化
で
、
移
動
コ
ス
ト
の
削

減
や
事
務
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

市
役
所
機
能
の
分
散
よ
り

街
区
で
新
庁
舎
整
備
を

八
尾
議
員

新
庁
舎
を

街
区
に
、
出
先
機
関
を

街

区
に
整
備
す
る
と
い
う
が
、

課
題
と
し
て
い
た
分
散
配
置

を
あ
え
て
行
う
こ
と
に
な
る
。

財
政
面
や
効
率
性
の
面
か
ら

は
、
以
前
に
民
間
事
業
者
か

ら
提
案
の
あ
っ
た
、

街
区

で
の
新
庁
舎
整
備
も
再
考
の

余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

伏
見
市
長

市
駅
周
辺
再

整
備
基
本
計
画
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
や
、
国
府

市
有
財
産
の
最
適
利
用
等
の

観
点
か
ら
、

街
区
に
新
庁

舎
を
整
備
す
る
考
え
で
あ
る
。

市
駅
周
辺
の
土
地
利
用
等

市
民
参
画
の
も
と
具
体
化
を

岩
本
議
員

市
駅
周
辺
再

整
備
基
本
計
画
で
は
、
多
く

の
人
が
利
用
す
る
公
園
や
広

場
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内

容
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
、
具
体
化
す
る
際
は
、
市

民
参
画
の
も
と
で
進
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
市
駅
周
辺
の
活
性

化
に
は
、市
民
参
画
の
方
策
を

取
り
入
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。二

見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

公
の
施
設
等
の

整
備
を
進
め
る
際
に
は
、
計

画
段
階
か
ら
の
市
民
参
画
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

大
規
模
事
業
者
の
誘
致
で

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
懸
念

松
岡
議
員

以
前
の
再
開

発
事
業
で
は
、
零
細
事
業
者

等
の
再
入
居
が
難
し
か
っ
た
。

都＊
１

市
再
生
緊
急
整
備
地
域
で

は
、
民
間
の
事
業
提
案
が
可

能
な
た
め
、
大
規
模
事
業
者

の
誘
致
が
中
心
に
な
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
市
民
生
活
に

影
響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

民
間
事
業
者
の

提
案
に
際
し
、
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
方
針
等
に
照
ら
し
て

制
度
活
用
を
検
討
す
る
。
ま

た
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等

に
つ
い
て
は
、
地
権
者
の
生

活
再
建
も
踏
ま
え
て
進
め
る
。

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
で

ビ
ル
風
の
被
害
を
懸
念

堤
議
員

街
区
に
新
庁

舎
を
整
備
す
る
案
で
は
、
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
２
棟
を
建
設

す
る
計
画
と
し
て
い
る
が
、

ビ
ル
風
が
通
行
人
や
周
辺
の

低
層
建
築
物
等
に
与
え
る
被

害
は
深
刻
で
は
な
い
か
。

な
お
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

自
体
の
再
考
を
要
望
す
る
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

民
間
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
か
ら
風
害
を
考
慮
し
た

配
置
に
つ
い
て
意
見
を
受
け
、

土
地
利
用
計
画
図
等
を
作
成

し
た
。
今
後
、
事
業
化
の
際

に
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

南
北
の
一
体
化
と

市 駅 前
ロータリー
乗
り
入
れ
規
制
を

福
留
議
員

市
駅
周
辺
再

整
備
で
は
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

を
拡
張
す
る
と
い
う
が
、
拡

張
に
伴
い
流
入
車
両
も
増
え
、

根
本
的
な
渋
滞
対
策
に
つ
な

が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、渋
滞
緩
和
に
向
け
、

南
北
ロ
ー
タ
リ
ー
の
一
体
的

な
再
配
置
と
、
一
般
車
両
の

乗
り
入
れ
規
制
を
提
案
す
る
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

現
在
の
駅
前
広

場
に
つ
い
て
は
、
周
辺
道
路

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
事
業

費
抑
制
の
観
点
を
踏
ま
え
、

バ
ス
等
の
車
両
利
用
環
境
の

改
善
も
考
慮
し
、
拡
張
す
る
。

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域

国
の
財
政
支
援
の
有
無
は

高
野
議
員

年
２
月
、

市
駅
周
辺
は
、
都＊
１

市
再
生
緊

急
整
備
地
域
の
候
補
に
選
定

さ
れ
た
。
例
え
ば
、
市
街
地

再
開
発
事
業
で
あ
れ
ば
国
の

補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
が
、

同
地
域
に
指
定
さ
れ
た
場
合
、

補
助
金
は
受
け
ら
れ
る
の
か
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

同
地
域
に
指
定

さ
れ
た
場
合
の
国
の
支
援
と

し
て
は
、都
市
計
画
や
金
融
、

税
制
等
の
支
援
措
置
に
関
す

る
特
例
な
ど
、
民
間
活
力
の

導
入
を
促
す
た
め
の
制
度
活

用
を
想
定
し
て
い
る
。

地
震
等
で
現
庁
舎
に
被
害

早
期
に
新
庁
舎
の
整
備
を

池
上
議
員

地
震
や
台
風

で
現
庁
舎
は
多
く
の
被
害
を

受
け
た
が
、
新
庁
舎
の
整
備

時
期
に
対
す
る
見
解
を
聞
く
。

な
お
、

街
区
で
の
新
庁

舎
整
備
に
は
７
年
以
上
か
か

る
上
、不
確
定
要
素
が
多
く
、

現
庁
舎
の
状
況
か
ら
は
疑
問

が
あ
る
と
指
摘
し
て
お
く
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

新
庁
舎
の
早
期

整
備
の
必
要
性
を
認
識
し
て

い
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

や
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
事
業
手
法
の
検
討
を
進
め
、

今
後
、
整
備
時
期
を
示
す
。

市
駅
周
辺
再
整
備
に
向
け

市
長
の
取
り
組
み
姿
勢
は

堀
井
議
員

新
庁
舎
を

（
仮
称
）
総
合
文
化
芸
術
セ

ン
タ
ー
と
合
築
し
、
現
庁
舎

の
敷
地
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
、財
政
負
担
を
軽
減
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
に
し
た
い
と

い
う
の
が
、
わ
が
会
派
の
考

え
方
で
あ
る
。
市
長
は
、
ど

の
よ
う
な
考
え
で
、
市
駅
周

辺
再
整
備
に
取
り
組
む
の
か
。

伏
見
市
長

市
駅
周
辺
再

整
備
は
非
常
に
重
要
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
本
市
を

発
展
さ
せ
る
た
め
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
た
い
と
の
思
い

で
、
前
向
き
に
取
り
組
む
。

市
駅
周
辺
再
整
備
の

必
要
性
自
体
に
疑
問

千
葉
議
員

本
市
で
は
、

各
鉄
道
駅
を
中
心
に
郊
外
型

の
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ

て
お
り
、
市
駅
周
辺
だ
け
を

再
整
備
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
時
代
に
、
こ
う
し
た
大
事

業
は
時
代
遅
れ
で
は
な
い
か
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

市
駅
周
辺
地
域

を
広
域
中
心
拠
点
と
位
置
づ

け
、
都
市
機
能
の
更
新
・
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
再
整

備
に
よ
り
人
口
減
少
や
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
時
代
に
対
応

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
。エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

今
後
の
実
践
方
法
は

大
地
議
員

市
駅
周
辺
再

整
備
で
は
、
ハ
ー
ド
整
備
に

先
ん
じ
て
エ＊
２

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
実
践
を
求
め
て
き
た

が
、
ま
だ
考
え
方
も
示
さ
れ

な
い
。
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

実
践
を
進
め
て
い
く
の
か
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

土
地
利
用
計
画

や
施
設
配
置
等
の
考
え
方
を

市
駅
周
辺
再
整
備
基
本
計
画

と
し
て
取
り
ま
と
め
、
ま
ち

の
将
来
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
に
向
け
た

機
運
の
醸
成
を
図
る
。

財
源
の
確
保
に
向
け

市駅周辺
再 整 備
基
金
の
積
み
増
し
を

有
山
議
員

市
駅
周
辺
再

整
備
で
は
、
財
政
を
悪
化
さ

せ
な
い
よ
う
、
全
庁
的
な
意

識
改
革
の
も
と
、
事
業
の
見

直
し
等
を
行
い
、
基
金
の
積

み
増
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

な
お
、
国
・
市
だ
け
で
合

同
庁
舎
化
を
進
め
る
な
ら
ば
、

府
が
撤
退
し
た
こ
と
を
補
う

た
め
、
民
間
活
力
を
最
大
限

に
活
用
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

長
沢
副
市
長

市
駅
周
辺

再
整
備
を
着
実
に
進
め
る
に

は
財
政
的
な
裏
づ
け
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
一
丸
と
な
っ

て
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
。

市
民
の
活
動
ス
ペ
ー
ス

新
庁
舎
内
で
の
確
保
を

広
瀬
議
員

市
民
会
館
が

閉
館
す
る
た
め
、
新
庁
舎
内

に
市
民
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

な
お
、
新
庁
舎
内
で
の
確

保
が
難
し
く
て
も
、
市
駅
周

辺
再
整
備
の
中
で
十
分
な
面

積
の
確
保
を
要
望
す
る
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

新
庁
舎
内
に
お

い
て
市
民
に
貸
し
出
す
会
議

室
を
設
け
る
予
定
は
な
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
容
易
に

得
ら
れ
、
市
民
間
の
交
流
が

生
ま
れ
る
よ
う
な
開
放
的
な

ス
ペ
ー
ス
の
検
討
を
行
う
。

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
跡

新
庁
舎
の
建
設
用
地
に

野
口
議
員

新
庁
舎
整
備

に
つ
い
て
は
、

街
区
案
と

街
区
案
を
比
較
検
討
し
た

と
い
う
が
、
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
は
廃
止
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
跡
地
で
新
庁
舎

を
建
設
す
れ
ば
、
市
駅
周
辺

再
整
備
を
早
期
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

二
見
市
駅
周
辺
等
活
性
化

推
進
部
長

め
ざ
す
ま
ち
の

将
来
像
を
具
体
化
す
る
た
め

の
最
適
な
土
地
利
用
や
施
設

配
置
を
検
討
し
、
両
案
と
も

同
ホ
ー
ル
跡
地
を
商
業
施
設

や
区
画
道
路
と
し
て
い
る
。

官公庁団地を含む 街区（写真は
市役所分館と枚方税務署）

市駅周辺再整備検討街区（抜粋）
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